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論文審査の結果の要旨 

Yulia Panina君は、人工多能性幹細胞研究における定量PCR(Polymerase Chain Reaction)計測について、(1)参

照遺伝子（ハウスキーピング遺伝子）の発現の不安定さを示し、 (2)その解決策として新しい解析手法を考案、さら

に(3)開発した新手法を用いて人工多能性リプログラミング過程において解糖系関連遺伝子の発言が大きく変化して

いることを発見した。彼女の研究は、人工多能性幹細胞研究、特に、リプログラミング過程の解明に向けた研究にお

いて、重要な問題を提起したと共にその解決策を提供した。しかし残念なことに、新手法の論理的な検証、および、

人工多能性リプログラミング過程における解糖系関連遺伝子の機能については調べ切れておらず、今後に期待される。 

総評として、Yulia Panina君は、生命科学に有用な方法を開発し、その方法は新たな知見を生み出す可能性を示

している。課題は残されているものの、本研究は、博士学位論文として評価できるものであり、学位を授与するに値

すると認める。 
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